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人は皆、自分が女性、または男性であるという自覚をもって生きています。そして大多数

の人は、身体の性別と同一の性の自覚をもって生きています。しかしまれに、自身の身体的

性別は理解しているものの、その性別とは一致しない自覚を持つ人もいます。身体の性は男

でも心の性は女、あるいはその逆という状態です。それを医学的には性同一性障害（GID＊）

と言います。 

 このような障害を持つ人が、私たちの社会の中で、どのような苦痛や困難の中で生きてお

られるでしょうか。我が国では 2011 年 5 月に「性同一性障害者の性別の取り扱いの特例に

関する法令」が制定されましたが、私たちの多くは無頓着に暮してきているのではないでし

ょうか。これを機会に認識を新たにしたいものです。ご参集下さいますよう、ご案内いたし

ます。 

 

 私たちの教会仲間石塚将輝さんは 1951 年生まれ。女性として結婚し一児を生み育てまし

たが、自身の性同一性障害に、幼少より長い間苦しんできました。そして 50 才の時にカミ

ングアウトし、以後男性として生きてきました。「GID 西多摩」を立ち上げ、同じような障

害に悩む人たちの支援活動に当っています。      (＊ＧＩＤ : Gender Identity Disorder) 
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